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勉誠出版　新刊・近刊書籍リスト（2021・2022年刊行）

№ 書名 著者名 刊行年月 ISBN 定価（税込） 割引価格（税込）分野 注文数
1 中世東国日蓮宗寺院の地域的展開 佐藤博信　著 2022/05 978-4-585-32016-6 ¥13,200 ¥10,560 日本史（前近代）・歴史・研究書
2 近代中国美術の辺界―越境する作品、交錯する藝術家　〈アジア遊学〉 瀧本弘之・戦暁梅　編 2022/05 978-4-585-32515-4 ¥3,850 ¥3,080 美術・音楽・芸能・研究書

3 中世神道入門―カミとホトケの織りなす世界
伊藤聡・門屋温　監修／新井大祐・鈴木英

之・大東敬明・平沢卓也　編
2022/04 978-4-585-31006-8 ¥4,180 ¥3,344 哲学・宗教・民俗・研究書

4 入門   中国学の方法 二松學舍大学文学部中国文学科　編 2022/04 978-4-585-30005-2 ¥1,760 ¥1,408 東洋文学・文学・研究書
5 杜甫研究年報　第五号　〈杜甫研究年報〉 日本杜甫学会　編 2022/04 978-4-585-39445-7 ¥2,200 ¥1,760 東洋文学・文学・研究書
6 北条義時の生涯―鎌倉幕府の草創から確立へ 菊池紳一　監修／北条氏研究会　編 2022/04 978-4-585-32014-2 ¥3,080 ¥2,464 日本史（前近代）・歴史・研究書
7 地域文化の可能性 木部暢子　編 2022/03 978-4-585-32015-9 ¥2,970 ¥2,376 日本語・言語・研究書

8
訳注 琉球文学　『佐銘川大ぬし由来記』『周藺両姓記事』『思出草』『浮縄

雅文集』『雨夜物語』『永峰和文』
島村幸一・小此木敏明・屋良健一郎　著 2022/03 978-4-585-39009-1 ¥12,100 ¥9,680 日本古典文学・文学・研究書

9 中国の娯楽とジェンダー―女が変える／女が変わる　〈アジア遊学〉 中国ジェンダー研究会　編 2022/03 978-4-585-32513-0 ¥3,080 ¥2,464 社会科学・研究書
10 奈良絵本『太平記』の世界―永青文庫所蔵『絵入太平記』全挿絵影印ならびに 中根千絵・森田貴之　編 2022/03 978-4-585-39007-7 ¥55,000 ¥44,000 美術・音楽・芸能・研究書
11 アジアの出産とテクノロジー―リプロダクションの最前線　〈アジア遊学〉 白井千晶　編著 2022/03 978-4-585-32514-7 ¥3,080 ¥2,464 哲学・宗教・民俗・研究書

12
一刀斎先生剣法書訳注　Ittousai Sensei Kenpousho: An Annoted Text in Modern

Japanese―剣豪伊藤一刀斎の教え
竹田隆一・長尾直茂　編 2022/03 978-4-585-37002-4 ¥1,980 ¥1,584 日本史（前近代）・歴史・研究書

13 論究日本近代語　第2集 日本近代語研究会　編 2022/03 978-4-585-38522-6 ¥16,500 ¥13,200 日本語・言語・研究書
14 宋版一切経（福州版）調査提要―本源寺蔵の調査を通して 福州版一切経調査研究会　編 2022/03 978-4-585-31010-5 ¥7,150 ¥5,720 東洋史・歴史・研究書
15 宗教遺産テクスト学の創成 木俣元一・近本謙介　編 2022/03 978-4-585-31008-2 ¥16,500 ¥13,200 哲学・宗教・民俗・研究書
16 ことば・ほとけ・図像の交響―法会・儀礼とアーカイヴ 近本謙介　編 2022/03 978-4-585-31009-9 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書
17 大日本帝国期の建築物が語る近代史―過去・現在・未来　〈アジア遊学〉 上水流久彦　編 2022/02 978-4-585-32512-3 ¥3,080 ¥2,464 自然科学・研究書
18 書物学　第19巻　紙のレンズから見た古典籍　〈書物学〉 編集部　編 2022/02 978-4-585-30719-8 ¥1,980 ¥1,584 日本古典文学・文学・研究書
19 本朝文粹抄　七 後藤昭雄　著 2022/02 978-4-585-39511-9 ¥3,520 ¥2,816 日本古典文学・文学・研究書

20

日米交流史の中の福田なをみ　<i>Naomi Fukuda and the History of Japan-U.S.

Exchange</i>―「外国研究」とライブラリアン　<i>“Foreign Area Studies” and

the Librarian</i>

小出いずみ　著　Izumi Koide 2022/02 978-4-585-30004-5 ¥7,700 ¥6,160 図書館学・研究書

21 中国道教美術史　漢魏晋南北朝篇
李松　著／土屋昌明・齋藤龍一　監訳／廣瀬

直記・熊坂聡美・因幡聡美　訳
2022/02 978-4-585-37001-7 ¥38,500 ¥30,800 美術・音楽・芸能・研究書

22 古文書研究　第92号 日本古文書学会　編 2022/01 978-4-585-32402-7 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書
23 飛鳥井家歌学の形成と展開 日高愛子　著 2022/01 978-4-585-39006-0 ¥12,100 ¥9,680 日本古典文学・文学・研究書
24 コレクションとアーカイヴ―東アジア美術研究の可能性 板倉聖哲・塚本麿充　編 2022/01 978-4-585-37000-0 ¥10,450 ¥8,360 美術・音楽・芸能・研究書
25 宗教芸能としての能楽　〈アジア遊学〉 高橋悠介　編 2022/01 978-4-585-32511-6 ¥3,300 ¥2,640 哲学・宗教・民俗・研究書
26 知っておきたい和食の文化 佐藤洋一郎　編 2022/01 978-4-585-33001-1 ¥3,080 ¥2,464 人文・一般書

27 中国史書入門　現代語訳　北斉書
氣賀澤保規　監修／池田恭哉・岡部毅史・梶

山智史・倉本尚徳・田熊敬之　訳
2021/12 978-4-585-29612-6 ¥6,600 ¥5,280 東洋文学・文学・研究書

28 書物に魅せられた奇人たち―英国愛書家列伝 髙宮利行　著 2021/12 978-4-585-39005-3 ¥4,180 ¥3,344 欧米文学・文学・研究書
29 合戦図　描かれた〈武〉 中根千絵・薄田大輔　編 2021/12 978-4-585-32013-5 ¥17,600 ¥14,080 日本史（前近代）・歴史・研究書
30 市民とつくる図書館―参加と協働の視点から　〈ライブラリーぶっくす〉 青柳英治　編著 2021/12 978-4-585-30003-8 ¥2,200 ¥1,760 図書館学・研究書
31 玄奘三蔵―新たなる玄奘像をもとめて 佐久間秀範・近本謙介・本井牧子　編 2021/12 978-4-585-31005-1 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書
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勉誠出版　新刊・近刊書籍リスト（2021・2022年刊行）

№ 書名 著者名 刊行年月 ISBN 定価（税込） 割引価格（税込）分野 注文数
32 都市からひもとく西アジア―歴史・社会・文化　〈アジア遊学〉 守川知子　編 2021/12 978-4-585-32510-9 ¥3,080 ¥2,464 世界史・歴史・研究書
33 両面の鬼神（オンデマンド版）―飛騨の宿儺伝承の謎 尾関章　著 2021/12 978-4-585-85414-2 ¥2,640 ¥2,112 人文・一般書
34 聖徳太子信仰とは何か 榊原史子　著 2021/12 978-4-585-31007-5 ¥4,180 ¥3,344 哲学・宗教・民俗・研究書
35 水門　第三十号―言葉と歴史　〈水門〉 水門の会　編 2021/11 978-4-585-32461-4 ¥3,300 ¥2,640 日本古典文学・文学・研究書

36
慶應義塾図書館蔵 論語疏巻六　慶應義塾大学附属研究所斯道文庫蔵 論語義疏

影印と解題研究
慶應義塾大学論語疏研究会　編 2021/11 978-4-585-31004-4 ¥19,800 ¥15,840 東洋文学・文学・研究書

37 列伝体　妖怪学前史 伊藤慎吾・氷厘亭氷泉　編 2021/11 978-4-585-32010-4 ¥3,080 ¥2,464 人文・一般書
38 室町前期の文化・社会・宗教―『三国伝記』を読みとく　〈アジア遊学〉 小助川元太・橋本正俊　編 2021/11 978-4-585-32509-3 ¥3,080 ¥2,464 哲学・宗教・民俗・研究書
39 日本中世社会と村住人 蔵持重裕　編 2021/10 978-4-585-32009-8 ¥10,450 ¥8,360 日本史（前近代）・歴史・研究書
40 室町文化の座標軸―遣明船時代の列島と文事 芳澤元　編 2021/10 978-4-585-32011-1 ¥10,780 ¥8,624 日本史（前近代）・歴史・研究書
41 古典は遺産か？　日本文学におけるテクスト遺産の利用と再創造　〈アジア遊 Edoardo GERLINI・河野貴美子　編 2021/10 978-4-585-32507-9 ¥3,080 ¥2,464 日本古典文学・文学・研究書
42 英国初期印刷本研究への誘い―書誌学から文学・社会・歴史研究へ 向井剛　著 2021/10 978-4-585-32012-8 ¥6,600 ¥5,280 世界史・歴史・研究書
43 近代日本語教科書語彙索引 伊藤孝行　編 2021/10 978-4-585-38002-3 ¥8,800 ¥7,040 日本語・言語・研究書
44 従軍日記と報道挿絵が伝える庶民たちの日露戦争 西川武臣　著 2021/10 978-4-585-32008-1 ¥4,180 ¥3,344 日本史（近現代）・歴史・研究書

45
資料論がひらく軍記・合戦図の世界―理文融合型資料論と史学・文学の交差

〈アジア遊学〉
井上泰至　編 2021/10 978-4-585-32508-6 ¥3,520 ¥2,816 日本史（前近代）・歴史・研究書

46 首里城を解く―文化財継承のための礎を築く 高良倉吉　監修／島村幸一　編 2021/09 978-4-585-32001-2 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書
47 アヘンからよむアジア史　〈アジア遊学〉 内田知行・権寧俊　編 2021/09 978-4-585-32506-2 ¥3,080 ¥2,464 東洋史・歴史・研究書
48 戦国時代劇メディアの見方・つくり方―戦国イメージと時代考証 大石学・時代考証学会　編 2021/09 978-4-585-32006-7 ¥3,520 ¥2,816 人文・一般書
49 説話の東アジア―『今昔物語集』を中心に 高陽　著 2021/09 978-4-585-39004-6 ¥13,200 ¥10,560 日本古典文学・文学・研究書
50 怪異学講義―王権・信仰・いとなみ 東アジア恠異学会　編 2021/09 978-4-585-32007-4 ¥3,520 ¥2,816 哲学・宗教・民俗・研究書
51 近世の村と百姓 渡辺尚志　著 2021/08 978-4-585-32002-9 ¥10,780 ¥8,624 日本史（前近代）・歴史・研究書
52 中世武家領主の世界―現地と文献・モノから探る 田中大喜　編 2021/08 978-4-585-32003-6 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書
53 古建築調査ハンドブック 山岸常人・岸泰子・登谷伸宏　著 2021/08 978-4-585-35000-2 ¥1,540 ¥1,232 人文・一般書
54 書物のなかの近世国家―東アジア「一統志」の時代　〈アジア遊学〉 小二田章・高井康典行・吉野正史　編 2021/08 978-4-585-32505-5 ¥3,300 ¥2,640 東洋史・歴史・研究書
55 日本古代の仏教者と山林修行 小林崇仁　著 2021/08 978-4-585-31003-7 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書
56 古文書研究　第91号 日本古文書学会　編 2021/07 978-4-585-32401-0 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書
57 もう一度読みたい日本の古典文学 三宅晶子　編 2021/07 978-4-585-39001-5 ¥2,640 ¥2,112 文芸・一般書
58 交錯する宗教と民族―交流と衝突の比較史　〈アジア遊学〉 鹿毛敏夫　編 2021/07 978-4-585-32503-1 ¥3,080 ¥2,464 日本史（前近代）・歴史・研究書
59 谷崎潤一郎　美と生命の間 柴田勝二　著 2021/07 978-4-585-39003-9 ¥3,960 ¥3,168 日本近現代文学・文学・研究書
60 杉田玄白と江戸の蘭学塾―「天眞樓」塾とその門流 片桐一男　著 2021/07 978-4-585-32004-3 ¥7,700 ¥6,160 日本史（前近代）・歴史・研究書

61 史料が語る東インド航路―移動がうみだす接触領域　〈アジア遊学〉
水井万里子・大澤広晃・杉浦未樹・吉田信・

伏見岳志　編
2021/07 978-4-585-32504-8 ¥3,080 ¥2,464 世界史・歴史・研究書

62 中世寺院の仏法と社会 永村眞　編 2021/06 978-4-585-31001-3 ¥13,200 ¥10,560 哲学・宗教・民俗・研究書
63 創られた由緒―近世大和国諸社と在地神道家 向村九音　著 2021/06 978-4-585-31002-0 ¥8,800 ¥7,040 哲学・宗教・民俗・研究書
64 書物・印刷・本屋―日中韓をめぐる本の文化史 藤本幸夫　編 2021/06 978-4-585-30002-1 ¥17,600 ¥14,080 日本史（前近代）・歴史・研究書
65 元朝の歴史―モンゴル帝国期の東ユーラシア　〈アジア遊学〉 櫻井智美・飯山知保・森田憲司・渡辺健哉 2021/06 978-4-585-32502-4 ¥3,520 ¥2,816 東洋史・歴史・研究書
66 鉄幹晶子全集　別巻8―拾遺篇　書誌・年譜　〈鉄幹晶子全集〉 逸見久美ほか　編 2021/05 978-4-585-01093-7 ¥9,900 ¥7,920 日本近現代文学・文学・研究書
67 大宅壮一文庫解体新書―雑誌図書館の全貌とその研究活用 阪本博志　編 2021/05 978-4-585-30001-4 ¥3,850 ¥3,080 社会科学・研究書
68 新しい産業創造へ　〈デジタルアーカイブ・ベーシックス〉 時実象一　監修／久永一郎　責任編集 2021/05 978-4-585-20285-1 ¥2,750 ¥2,200 図書館学・研究書
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№ 書名 著者名 刊行年月 ISBN 定価（税込） 割引価格（税込）分野 注文数
69 ビジュアル資料でたどる　文豪たちの東京（オンデマンド版） 日本近代文学館　編 2021/05 978-4-585-89163-5 ¥3,080 ¥2,464 日本近現代文学・文学・研究書
70 ベトナム語空間ダイクシスとその展開―指示詞から文末詞・感動詞へ 安達真弓　著 2021/05 978-4-585-38001-6 ¥11,000 ¥8,800 外国語・言語・研究書
71 三島由紀夫と日本国憲法 藤野博　著 2021/05 978-4-585-39002-2 ¥3,300 ¥2,640 文芸・一般書
72 パブリック・ヒストリー入門（オンデマンド版）―開かれた歴史学への挑戦 菅豊・北條勝貴　編 2021/05 978-4-585-82254-7 ¥5,280 ¥4,224 日本史（近現代）・歴史・研究書
73 変化する社会とともに歩む学校図書館　〈ライブラリーぶっくす〉 野口武悟　著 2021/04 978-4-585-20081-9 ¥2,420 ¥1,936 図書館学・研究書
74 杜甫研究年報　第四号　〈杜甫研究年報〉 日本杜甫学会　編 2021/04 978-4-585-39444-0 ¥2,200 ¥1,760 東洋文学・文学・研究書
75 改訂新版　中国学入門（オンデマンド版）―中国古典を学ぶための13章 二松學舎大学文学部中国文学科　編 2021/04 978-4-585-80056-9 ¥1,760 ¥1,408 入門書・一般書
76 江戸川乱歩大事典 落合教幸・阪本博志・藤井淑禎・渡辺憲司 2021/03 978-4-585-20080-2 ¥13,200 ¥10,560 辞・事典・研究書
77 日本の図書館建築―建築からプロジェクトへ 五十嵐太郎・李明喜　編 2021/03 978-4-585-20074-1 ¥3,850 ¥3,080 図書館学・研究書
78 東アジアの歌と文字　〈アジア遊学〉 真下厚・遠藤耕太郎・波照間永吉　編 2021/03 978-4-585-32500-0 ¥3,080 ¥2,464 日本古典文学・文学・研究書

79 土地の記憶から読み解く早稲田―江戸・東京のなかの小宇宙
ローザ・カーロリ　著／大内紀彦、フィリッ

ポ・ドルネッティ　訳
2021/03 978-4-585-22299-6 ¥2,970 ¥2,376 人文・一般書

80
ささえあう図書館（オンデマンド版）―「社会装置」としての新たなモデルと

役割　〈ライブラリーぶっくす〉
青柳英治　編著／岡本真　監修 2021/03 978-4-585-90039-9 ¥1,980 ¥1,584 図書館学・研究書

81 パリ・ノートル=ダム大聖堂の伝統と再生―歴史・信仰・空間から考える 坂野正則　編 2021/03 978-4-585-31000-6 ¥8,800 ¥7,040 哲学・宗教・民俗・研究書

82 東アジアにおける知の往還　〈アジア遊学〉

大学共同利用機関法人 人間文化研究機構　国

文学研究資料館・高麗大学校グローバル日本研

究院　共編

2021/03 978-4-585-32501-7 ¥3,080 ¥2,464 日本古典文学・文学・研究書

83 勤番武士の江戸滞在記―国枝外右馬江戸詰中日記 岩淵令治　編 2021/03 978-4-585-32000-5 ¥11,000 ¥8,800 日本史（前近代）・歴史・研究書
84 日本語文字論の挑戦―表記・文字・文献を考えるための17章 加藤重広・岡墻裕剛　編 2021/03 978-4-585-38000-9 ¥7,700 ¥6,160 日本語・言語・研究書
85 物語文学の諸相と展開 中野幸一　著 2021/03 978-4-585-39000-8 ¥13,200 ¥10,560 日本古典文学・文学・研究書
86 渤海の古城と国際交流 清水信行・鈴木靖民　編 2021/02 978-4-585-22289-7 ¥15,400 ¥12,320 東洋史・歴史・研究書
87 韓国・朝鮮説話学の形成と展開 金廣植　著 2021/02 978-4-585-29201-2 ¥12,100 ¥9,680 東洋文学・文学・研究書
88 鷹狩の日本史 福田千鶴・武井弘一　編 2021/02 978-4-585-22297-2 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書
89 真田幸弘点取百韻　翻刻と解題 玉城司・小幡伍　編著 2021/02 978-4-585-29204-3 ¥9,900 ¥7,920 日本古典文学・文学・研究書
90 増補改訂新版　日本中世史入門―論文を書こう 秋山哲雄・田中大喜・野口華世　編 2021/02 978-4-585-22280-4 ¥4,180 ¥3,344 日本史（前近代）・歴史・研究書
91 戦国合戦図屛風の歴史学 高橋修　著 2021/02 978-4-585-22301-6 ¥9,900 ¥7,920 日本史（前近代）・歴史・研究書
92 コーパスと近代日本語書き言葉の一人称代名詞の研究 近藤明日子　著 2021/02 978-4-585-28052-1 ¥9,350 ¥7,480 日本語・言語・研究書
93 中世の博多とアジア 伊藤幸司　著 2021/02 978-4-585-22300-9 ¥10,450 ¥8,360 日本史（前近代）・歴史・研究書
94 観相の文化史 相田満　著 2021/02 978-4-585-29203-6 ¥9,900 ¥7,920 日本古典文学・文学・研究書
95 明治の一発屋芸人たち―珍芸四天王と民衆世界 永嶺重敏　著 2021/01 978-4-585-27058-4 ¥3,850 ¥3,080 美術・音楽・芸能・研究書
96 絶滅危惧種を喰らう 秋道智彌・岩崎望　編 2021/01 978-4-585-24014-3 ¥3,520 ¥2,816 自然科学・研究書
97 和漢朗詠集とその享受　増訂版 三木雅博　著 2021/01 978-4-585-29202-9 ¥16,500 ¥13,200 日本古典文学・文学・研究書
98 メソアメリカ文明ゼミナール 伊藤伸幸　監修／嘉幡茂・村上達也　編 2021/01 978-4-585-22296-5 ¥5,500 ¥4,400 世界史・歴史・研究書
99 決定版　南京戦史資料集 偕行社　編 2021/01 978-4-585-22294-1 ¥27,500 ¥22,000 日本史（近現代）・歴史・研究書
100 古文書への招待 日本古文書学会　編 2021/01 978-4-585-22277-4 ¥3,300 ¥2,640 人文・一般書
101 大嘗祭―隠された古層 工藤隆・岡部隆志・遠藤耕太郎　編 2021/01 978-4-585-21057-3 ¥4,180 ¥3,344 哲学・宗教・民俗・研究書
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日本語学・日本史（近・現代史）

日本近代語研究会
（にほんきんだいごけんきゅうかい）
1982年に「青年近代語研究会」として発足した（1984年1月から
「近代語研究会」、2011年5月から現在の名称）、広い意味での近
代語（室町時代以降の日本語）に関する研究者の集まり。年十
回の研究発表会および『論究日本近代語』刊行の事業を行う。

定価16,500円（本体価格15,000円）

A5判上製カバー装・368頁
ISBN978-4-585-28522-6  C3081

2022年3月刊行

論究 日本近代語 第 2集

日本近代語研究会［編］

第２集【目次】
キリシタン版『サントスの御作業』の「言葉の和らげ」の編纂背景について
 ―巻1・巻2間の偏りに注目して―■中野　遙
用例翻訳の疎密に見るキリシタン日本語文典の性格■黒川　茉莉
『虎明本狂言』と『狂言六義』における行為要求表現の対照■八坂　尚美
格助詞「ガ」の用法拡大の様相
 ―17世紀から明治大正期にかけて―■山田　昌裕
メテとユンデの語誌
 ―ミギノテ・ヒダリノテ・周辺語との関わりを中心に―■木川　あづさ
『波留麻和解』に含まれる出現時期の早い訳語■櫻井　豪人
外国資料に見える日本語
 ―『ドゥーフ・ハルマ』の「鬮入ルヽ」について―■浅野　敏彦
『英和対訳袖珍辞書』における宋朝体の漢字の考察■三好　彰
聖書翻訳におけるヘブライ語動詞連鎖の訳出
 ―「明治元訳」を中心に―■遠藤　佳那子・髙橋　洋成
『佳人之奇遇』の語彙■田貝　和子
稿本『言海』にみられる同音異義語の扱い■小野　春菜
『新式いろは節用辞典』の「漢名」■今野　真二
犬養毅の読み方をめぐる『痴遊雑誌』誌上の論争について
 ―つよし・つよき・キ・たけし・たけき・しのぶ―■三浦　直人
明治大正期『読売新聞』における「タ」の推移
 ―文章の種類の違いという観点から―■ヤロシュ島田　むつみ
近代日本語の省略型行為要求表現の調査 ■陳　慧玲
近現代における副詞の仮名表記化■髙橋　雄太
近代女性書簡文口語体化の契機と過程■茗荷　円
〈付帯状況〉を表す「形容詞＋まま」の史的展開■菊池　そのみ
丁寧体過去形式「～ましたです」の動向
 ―「国会会議録検索システム」を例として―■神作　晋一
日本語学習者と母語話者における
補助動詞「てもらう／ていただく」の使用実態■木下　謙朗
否定程度副詞の成立
 ―「1ミリも～ない」を事例として―■櫛橋　比早子
自動詞・受身・可能・自発
 ―自動詞的表現のパラディグマティックな体系―■志波　彩子
近代語と近世語の境目、近代語と現代語の境目
 ―漢字政策を軸として―■小野　正弘

索引／執筆者一覧
編集後記■編集委員会

広義の日本近代語における歴史と構造を、
文字、文法、語彙といった
日本語学の観点から詳細に分析した、
日本文学、日本史学、日本語教育学、
表現論などの分野にも資する論文集。

定価16,500円（本体価格15,000円）

A5判上製カバー装・424頁
ISBN978-4-585-28521-2  C3081

2020年3月刊行

論究 日本近代語 第１集
日本近代語研究会［編］

【好評既刊】

ご送付先ご住所・氏名（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 FAX◉03-5215-9025

定価16,500円（本体価格15,000円）
A5判上製カバー装・368頁

2022年3月刊行
ISBN978-4-585-28522-6 C3081

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/

日本近代語研究会［編］

論究 日本近代語 第 2集





【オンデマンド版】

定価8,800円／本体価格8,000円
A5判並製・376頁
2022年6月刊行

ISBN978-4-585-88002-8 C3081

【オンデマンド版】 定価8,800円／本体価格8,000円
A5判並製・376頁
2022年6月刊行

ISBN978-4-585-88002-8 C3081

弊社刊行オンデマンド版は、
▶返品原則不可
▶納期は概ね10営業日後
何卒ご了承くださいませ。



本体6,500円（＋税）

A5判上製カバー装・232頁
ISBN978-4-585-88040-0  C3081

2022年6月刊行

【オンデマンド版】

本体6,500円（＋税）

A5判上製カバー装・232頁
ISBN978-4-585-88040-0  C3081

2022年6月刊行
【オンデマンド版】

※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田三崎町2-18-4　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/

弊社刊行のオンデマンド版は、
▶返品原則不可
▶納期は概ね10営業日後
何卒ご了承くださいませ。
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加藤重広・岡墻裕剛〈編〉

定価7,700円（税込）・本体7,000円
A5判並製カバー装・432頁

2021年4月刊行
ISBN978-4-585-38000-9 C3081
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はじめに　本書の特色・構成・データと出典 

図表一覧 
略号一覧 

第1章　サハ語の概要 
 現在の言語状況と系統／音韻の概要／母音調和／アクセント／品詞分類の概要／形態法の概要／統語法の概要 
コラム1：［k］と［x］は同一音素の異音であるか

第2章　形態音韻交替 
 交替の生じる場所と要因の整理／音韻的要因による接辞の交替／音韻的要因による語幹の交替／形態的要因による接辞の交替／形態的要因
による語幹の交替／接辞に生じる不規則交替／語幹に生じる不規則交替／語幹の分類と母音脱落語幹／トゥバ語における交替との対照／本章のまとめ 
コラム2：bultaa「狩る」は bult＋-aa と分析可能か？ 

第3章　名詞類の形態統語法の概要
 名詞形態法の概要／名詞語幹に付加する屈折接辞／名詞語幹に付加する派生接辞／数詞語幹に付加する接尾辞／名詞統語法の概要／本章の
まとめ 
コラム3：複数接辞と3人称複数所有接辞の連続 

第4章　動詞の形態統語法の概要 
 動詞形態法の概要／動詞語幹に付加する屈折接辞／動詞語幹に付加する派生接辞／動詞統語法の概要／本章のまとめ 
コラム4：再帰代名詞beje「自身」および全部代名詞barï「皆」を含む句における1・2人称所有接辞の振る舞い 

第5章　主節述語に付加する接辞と文末接語 
 主節述語の構造の概要／文の種類を表す屈折接辞／対事的モダリティの文末接語／対人的モダリティの文末接語／文末接語の分類と形態統
語的振る舞いの相関／本章のまとめ 
コラム5：所有接辞の非句末形は属格の痕跡と言えるか 

第6章　語彙的派生と統語的派生 
 統語的派生の類型論的特異性／名詞類から名詞類への派生／名詞類から動詞への派生／動詞から名詞類への派生／動詞から動詞への派生／
語彙的派生・統語的派生・屈折の連続性／統語的派生の解釈と位置づけ／本章のまとめ 
コラム6：サハ語文法に「双数」の文法概念は必要であるか 

第7 章　名詞類の分類と統語機能 
 従来の名詞類分類における問題点／名詞語幹の名詞句機能・連体修飾機能・副詞句機能／統語機能から見た単純語の分類／統語機能から見た
派生語の分類／句および節の統語機能／接辞付加による統語機能の単一化／本章のまとめ 
コラム7：proprietiveの接尾辞-LEEXの多機能性 

第8章　ボイス接辞による派生と非典型的構文 
 サハ語のボイスの概略／使役文：二重対格使役を中心に／受動文：非人称受動を中心に／再帰接辞と逆使役接辞の区別／本章のまとめ 
コラム8：母音語幹動詞と子音語幹動詞 

第9章　目的語の形式選択に関わる要因 
 目的語として現れる3種の形式／デフォルトとしての対格標示／分格標示の成立条件／はだか名詞形目的語の成立条件／系統的・地理的に見
た分格／本章のまとめ 
コラム9：名詞語幹の単数主格形とはだか名詞形の違い 

第10章　サハ語の特質 
 形態音韻交替の規則性と全面性／名詞類の分類と統語機能／名詞類の形態統語法と動詞の形態統語法／統語的派生と語彙的緊密性／系統的・
地理的に見たサハ語 

参考文献 
あとがき 
附録　主な屈折接辞と活用表 
用語・言語名索引 

［本書の特色］
第一に、シベリアの少数民族言語であるサハ語の体系的文法記述を行っていることである。サハ語は、ユーラシア大陸の東西に分布する約30ほどの
チュルク諸語のうち、最も北東端で話される言語である。チュルク諸語の言語構造は、互いに良く似ているとされる。たしかに、サハ語の複数接辞・所有
接辞・格接辞などの文法形式や文の作り方は、他のチュルク諸語と極めて類似する。しかしながらサハ語文法を仔細に眺めると、見かけ上の類似以上
に、文法形式の義務性などにおける大きな違いも見えてくる。チュルク諸語の文法書はいくつか出版されているが、研究書はごくわずかしかない。その
意味で本書は、単にサハ語文法記述に留まらない価値も持っている。
第二に、サハ語における見かけ上は複雑な現象における規則性を解きほぐしている点がある。サハ語は、形態音韻交替が豊かな点に1つの特色がある。
主として母音調和と頭子音交替規則が働くことにより、大半の接尾辞は16種前後の異形態を持つ。接辞付加の際には、接辞だけではなく語幹にも交替
が生じる場合がある。しかも複数の交替規則が同時に働くことがあるため、形態音韻交替は極めて複雑に見える。本書で提案する交替規則の整理と語
幹の分類は、一見すると複雑な形態音韻交替を規則的・統一的に説明しようとするものである。文法面でも、目的語に3種類の格（主格・対格・分格）が現
れる。本書では、形式的要因と語用論的要因を整理し規則の優先順位を定めることで、3つの格の使い分けルールを分かりやすく捉えることを試みる。
第三に、サハ語の形態法上の大きな特徴である派生形態法の記述が挙げられる。サハ語の派生形態法では、語彙的緊密性に反する派生を生産的に行う
ことが可能である。派生形態法のこの性質は、伝統的な記述文法の立場からも理論言語学的な立場からも特異である。本書ではこのような派生を統語
的派生と呼び、統語的関係を内包する派生が可能であると主張する。統語的派生は、非人称受動文や二重対格使役文のような言語類型論的に非典型的
な構文を生むことにもなる。
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発見、思い出し、判断、許可、質問、クイズ、確認、思いまどい……
現代に生きる満洲語の思考表現に迫る
中国・新疆ウイグル自治区で話されるシベ語は、
いまなお話され続ける満洲語の一変種として知られる。
シベの人 の々頭の中で、情報や知識はどのように処理されているのか？
シベ語は彼らの思考とどのように関わっているのか？　
フィールドワークで出会った日常のやりとりを手掛かりに、
日本人研究者がシベの人 の々思考とシベ語の文法システムを探る、モダリティ研究への挑戦。
ことばのダイナミズムを存分に味わうことのできる一冊。

児倉徳和著

児倉徳和（こぐら・のりかず）
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所・助教。2013年、博士論文「シベ
語のアスペクト・モダリティの研究――知識状態の変化に基づく体系化」を東京大
学人文社会研究科に提出、博士号授与。専門はシベ語の調査研究。主な著作に
「シベ語の三つの動詞完了形 -Xei, -Xeŋe, -Xeの機能と節の階層 ： なぜ -Xeの
みが連体用法を持つのか？」（2013年、『北方言語研究』3: 155-174）や「シベ語の
世界」（中川裕監修・小野智香子編『ニューエクスプレス・スペシャル　日本語の隣
人たちⅡ』2013年、白水社．久保智之氏との共著）がある。

著者プロフィール

◎フィールドワークで得られた中国・新疆ウイグル自治
区の少数言語・シベ語話者による日常生活の会話を
手掛かりに、シベ語のモダリティ表現を明らかにする。

◎日本語の証拠推量表現「ようだ」「らしい」の分析に
向け確立したモデルを適用した、日本語をはじめとす
るモダリティ研究一般の発展に大きく寄与する成果。
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はじめに

第1部  序説
第1章　シベ語の概要
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ベトナム語には、話し手から指示対象までの距離に基づいて区別される3系列の指示詞が
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これらの機能的な共通項は何か。
現代ベトナム語における同形式の指示詞・文末詞・感動詞の比較を通して、
言語類型論にも新たな実証的データを提供する。
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・
来
歴
を
紹

介
す
る
瞠
目
の
新
連
載
！
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部
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中国史・中国文学・東洋思想・東洋美術

二
松
學
舍
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科﹇
編
﹈

入
門   

中
国
学
の
方
法

文
字
学
◉
戸
内
俊
介

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

街
角
の
漢
字
の
源
流
を
辿
っ
て―
「
風
月
堂
」の「
風
」は
な
ぜ「
凮
」か

中
国
文
学
◉
牧
角
悦
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

神
話
と
詩―

文
学
研
究
の
方
法
論

中
国
女
性
史
◉
仙
石
知
子 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

何
の
た
め
に
女
性
を
描
く
の
か―

劉
向『
列
女
伝
』

中
国
思
想
◉
田
中
正
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
の
古
典
思
想
文
献
を
読
む―

『
論
語
』を
読
ん
で
み
よ
う

古
典
小
説
◉
伊
藤
晋
太
郎

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

『
三
国
志
演
義
』を
研
究
す
る 

校
勘
学
◉
小
方
伴
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
代
に
於
け
る
書
物
の
伝
承
と
校
勘 ―

校
本
及
び
そ
の
題
跋
を
手
掛
か
り
と
し
て

日
本
漢
学
◉
町
泉
寿
郎

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

日
本
漢
学
と
そ
の
研
究
方
法
を
め
ぐ
っ
て

中
国
文
献
学
◉
王
宝
平

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
学
研
究
の
新
動
向―

中
国
に
お
け
る「
域
外
漢
籍
」研
究
に
つ
い
て

書
道
◉
髙
澤
浩
一 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
国
書
道
史
の
旅 

書
道
◉
福
島
一
浩

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

墨
跡
・
禅
僧
の
書―

宋
時
代
・
鎌
倉
時
代
か
ら
届
い
た
心
の
痕

漢
文
訓
読
法
入
門
◉
市
來
津
由
彦

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

返
り
点
を
付
け
る

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

お
役
立
ち
サ
イ
ト
集

も
く
じ

「
文
化
の
宝
庫
」を

　
　

学
ぶ
た
め
に

中
国
の
言
語
・
文
学
・
歴
史
・
思
想
・
芸
術
等
、
中
国
文
化
が
育

ん
で
き
た
諸
成
果
を
研
究
す
る「
中
国
学
」。

中
国
学
は
、
長
大
な
歴
史
的
経
験
を
経
た
先
人
達
の
膨
大
な
知
恵

を
効
率
よ
く
吸
収
し
、
自
己
の
思
考
の
糧
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

非
常
に
優
れ
た
学
問
で
あ
り
、
ま
た
我
々
が
未
来
に
向
け
て
行
動

す
る
際
に
参
照
す
べ
き「
指
針
」や「
教
訓
」の
宝
庫
と
言
え
る
。

本
書
で
は
、
古
代
か
ら
二
十
一
世
紀
に
い
た
る
多
様
な
中
国
文
化

及
び
日
本
に
受
容
さ
れ
た
中
国
文
化「
日
本
漢
学
」の
研
究
方
法
に

つ
い
て
、具
体
例
に
も
と
づ
き
丁
寧
に
解
説
す
る
。

「
文
字
学（
漢
字
）」、「
中
国
文
学（
神
話
と
詩
）」、「
中
国
女
性
史（
列

女
伝
）」、「
中
国
古
典
テ
ク
ス
ト（
論
語
）」、「
中
国
小
説（
三
国
志
演

義
）」、「
校
勘
学（
国
語
）」、「
日
本
漢
学
」、「
域
外
漢
籍
」、「
日
・
中

書
道
」、「
中
国
古
典
読
解（
漢
文
訓
読
）」を
テ
ー
マ
と
し
た
、
中
国

学
の「
方
法
」を
学
ぶ
た
め
の
11
章
。
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